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議 員 総 会 会 議 録 

 

日時：平成３０年２月２１日（水） 

                        場所：全員協議会室 

午前１０時２５分 開会  

 

○久世孝宏議長 

ただいまから議員総会を開会します。 

議題１．政務活動費成果の報告についてを議題とします。 

「市民が必要とし、持続可能な市営墓地のあり方について」を議題とします。 

○加藤美幸議員 

  【行政視察報告書に基づき説明】 

○久世孝宏議長 

  報告は終わりました。ご質疑ありませんか。 

○石川英之議員 

  ちょっとよくわからなかったので教えてください。まず、半田市の課題のところで、

多分①、②は今回視察に行った目的だと思うのでその辺はわかるのでいいのですが、そ

の最初の段階で要するに何が課題なのかがまだ見えてこないのですが。要するに 33％が

無縁墓地だからといって何が、それが半田市としての課題になっていると考えているの

かがちょっと見えないのと、７番の半田市に活かせることのなかで、このＡＢＣと点の

使い分けがちょっとよくわからなくて、ＡＢＣは多分こういうことが、Ａではこういう

ことが活かせたことだったですという報告なのか、その辺がよくわからないのですけど

も。 

○加藤美幸議員 

  課題のところは、政務活動費の申請のところに出した目的のところなのですけれども、

やはり半田市に市営墓地たくさんあるのですけども、無縁墓地の対策として将来を見越

したときに、今の段階でもこれだけ無縁墓地がある、将来的にはもっと増えるであろう

ということも踏まえて、どういうふうなあり方を考えておかなければいけないかという

ことで、この数値というのは問題だと思います。それから、下のところで半田市に活か

せるところＡＢＣというのはＡというのが横須賀市のこと、Ｂというのは相模原市のこ

と、Ｃというのは千葉市のことで、そこからどういうような本当に市民のニーズをとっ

たかということの、ニーズ調査とどういうふうに活かされたということを絞ったことで

す。下の点というのは、千葉市に限って、千葉市の取り組みから具体的に教えたもらっ

た胆のところだというところです。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、次に移ります。 

「災害発生時の初動対応と震災からの復興状況について」の報告をお願いします。 

〇鈴木好美議員 

  【行政視察報告書に基づき説明】 
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○久世孝宏議長 

報告は終わりました。ご質疑ありませんか。 

○渡辺昭司議員 

  初動対応の中で、半田に活かせることの中で、やはりどのことが一番初動体制として、

現地に行かれて、これがやはり初動体制として重要だったというようなことがあったら、

教えていただけると、と思いますが。 

〇鈴木好美議員 

  ７番の黒丸の４点目が、一番必要性があるかと感じて帰ってまいりました。職員も被

災者となることが予想され、そのうえで職員でないとできない仕事が多く発生するため、

マンパワーが足りなくなることが想定され、職員ОＢや派遣職員など応援体制の強化が

必要ではないか。また、最悪な状況を想定して可能な限り訓練を重ねることが必要では

ないかという点です。 

○渡辺昭司議員 

  わかりました。行かれた方の個人の報告書は個々でよろしいかと思うのですけども、

議員総会で出す資料の確認をやはり行かれた方で少しとっていただけると、たぶんその

内容のフォローがしていただけるような状況になると思うので、そこだけちょっときち

んと資料は作られた方がいいのではないかとは思います。とりあえず私の個人的な意見

です。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、次に移ります。 

「在宅医療・介護連携の推進について ～地域包括ケアシステムの構築に向けて～」

についての報告をお願いします。 

○成田吉毅議員 

  【行政視察報告書に基づき説明】 

○久世孝宏議長 

報告は終わりました。ご質疑ありませんか。 

○石川英之議員 

  今回の６点の報告が行政視察報告書と政務活動視察報告書の書式が結構、ばらばらに

なっていて余計に混乱しているのですが、他のところを見ると、これでいう今回の成田

議員の報告でいうと、６番、７番というのが先進事例と学んだことがあえて分けてある

のです。ほかのところを見ると、先進事例及び学んだことになっているので、わかりや

すいのですが、この先進事例と学んだことをあえて分けた理由をお願いします。 

○成田吉毅議員 

  特にないです。昔の書式がこう分かれていて、最近の書式は一緒だから一緒にという

流れがあります。ただ、僕の中で先進事例は上、これはよかった、学べたというとは下

に書いてあります。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

○中川健一議員 

  提言のところにスーパーバイザーを配置するとありますが、今半田病院だと例えば地
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域医療連携室とか、保健センターとかそういう機能を、似たような機能のところもある

と思うのです。何が違うのかというのが、もしわかれば教えていただければと思うので

すが。 

○成田吉毅議員 

  夕張が特にすごく強く言っていたのですけれども、医療従事者と福祉とか、介護の従

事者とは、やはり意見が異なるのです。このスーパーバイザーというのは、そういった

垣根を取り払った中での相談で、それを適材適所に関係機関との調整を行うというよう

なことなので、その連携を上手くしたなかでこういったバイザーがいると、より効果的

ということがよくわかったものですから、ここに書かせていただきました。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、次に移ります。 

「安全で美味しい学校給食を実現する運営管理システムの調査研究」についての報告

をお願いします。 

〇小栗佳仁議員 

  【行政視察報告書に基づき説明】 

○久世孝宏議長 

報告は終わりました。ご質疑ありませんか。 

○渡辺昭司議員 

  各自治体の取り組みの中で、この給食の費用が全体でどの程度子ども一人当たりにか

かっているだとか、要するにある程度何でもできれば一番いいのでしょうけれども、そ

こら辺の半田がいくらぐらいのコストがかかっていて、この自治体とかがどれぐらいの

差異があるのかがわかるようでしたら教えてほしいです。 

〇小栗佳仁議員 

  学校給食費につきましては、個人負担が一番高いところで 300 円という学校給食費の

中で、行政の負担額ははっきり聞いておりませんが、今わかっているのはそういった状

況で、その辺の費用がいくらかかっているのかは聞いておりませんでした。 

○渡辺昭司議員 

  いくらでも費用がかけられるわけではないと思いますので、あるかと思って、その辺

が気になりました。 

○小栗佳仁議員 

  大変申し訳ございません。そこまで回っていませんでした。今後またそういったとこ

ろで、気を付けてまいります。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

○石川英之議員 

  計画書を見ればわかると思うのですが、要するに目的はいいのですけど、半田市の課 

題というのはどのように捉えておられるのかをお願いします。 

○小出義一議員 

  新しい新センターを建設することが計画されているということで、どんなセンターを

つくるのかというところが一つあるわけですけれど、今、ＨＡＣＣＰという概念を、管
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理システムを導入した工場をつくるというのは概ね義務付けられているので、これをど

ういうふうに取り入れていくかなのですけど、今までは業者選定に安ければいいという

ような部分があったと思うのですけど、安全を確保して、いい業者を選定する方向がど

のようにしていたかというのが一つポイントかということで、川越市が去年から採用し

ていたので、まずそれを見たかったというのと、同じように立川市も同じようなシステ

ムでやっていたわけですけど、ここでノロウィルスの食中毒を発生させてしまったもの

ですから、どういうことでこれを発見して対策を立てたかということが、本市にとって

給食センターを新たにやろうとしているところが、システムだけでなくて納入体制も含

めて参考になると、そんなふうに考えたものですから、こういった行程を組ませていた

だきました。 

○石川英之議員 

  新しい給食センターを建てるにあたって、見えてくる課題ということというふうに思

えばいいですか。 

○小出義一議員 

  物理的に新しいセンターをつくることでしか解消できない部分もあるのです。現実は

今のセンターの中でいろいろな問題も起きているものですから、早く建てることの必要

性とどう解決していくかというところがこの新センターを建設していく中で可能になる

とそんなふうにも考えてのことでございます。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

○山本半治議員 

  確か立川市の食中毒の原因がきざみのりだというふうに聞いているのですけども、そ

のきざみのりが原因だったということが早期にわかったということなのですけど、それ

を調べる方法というのが、ＨＡＣＣＰということなのでしょうか。具体的に教えてくだ

さい。 

○小出義一議員 

  ＨＡＣＣＰという管理システムで運営しておったということで、汚染されることがな

いような設計をしているわけです。そういう管理システムで、それを厳格に運営してお

ったということで、従事者からの感染とかいろんなことが排除していけるわけです。内

部で起きたのではないということがわかった段階で、今度仕入れがどうだったという、

仕入れに対しても厳格な基準書を設けてやっていたわけですけど、きざみのりは目こぼ

ししておったわけです。これ以外のもので可能性のあるものといって、和歌山県の御坊

市と共通することがきざみのりだったので、ではきざみのりではないかと、和歌山県の

ほうもそれでわかったわけですけども、というようなことがあったものですから、その

納入システムがきちっとしておったことが早期発見につながったということです。 

○久世孝宏議員 

ほかにありませんか。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、次に移ります。 

「地方公共団体における民間人材の活用について」についての報告をお願いします。 

○中村宗雄議員 

  【行政視察報告書に基づき説明】 



5 

○久世孝宏議長 

報告は終わりました。ご質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、次に移ります。 

「市民が読みたくなる「半田市議会だより」づくりの研究」についての報告をお願い

します。 

○竹内功治議員 

  【行政視察報告書に基づき説明】 

○久世孝宏議長 

報告は終わりました。ご質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、この件はこれで終わります。 

以上で、本日、用意しました議題は、全部終了しました。 

その他に何かございましたら、お願いします。 

（「なし」との声あり） 

ないようですので、これにて、議員総会を閉会します。 

午前１１時１７分 閉会 

 


